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1月20日〜2月17日

理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
を
開
催

　

１
月
22
日
、
全
国
都
市
会
館
に
お
い
て
理
事
・

評
議
員
合
同
会
議
を
開
催
。
厚
生
労
働
省
の
土
屋

副
大
臣
か
ら
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
を
含

め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き
続
き
、
総
務
省
の

岡
崎
事
務
次
官
か
ら
、
地
方
行
財
政
の
課
題
に
つ

い
て
説
明
の
後
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

  

そ
の
後
、
諸
会
議
の
開
催
状
況
等
に
つ
い
て
報
告

を
行
っ
た
後
、
正
副
会
長
候
補
者
選
考
委
員
会
の

推
挙
に
基
づ
き
立
谷
・
相
馬
市
長
を
副
会
長
に
選

任
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
全
国
市
長
会
収

支
予
算
等
、
第
84
回
全
国
市
長
会
議
開
催
要
領
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
、
こ
れ
ら
を
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

 

［
企
画
調
整
室
］

森
会
長
が
田
村
・
厚
生
労
働
大
臣
に
面
談
、 

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」に
つ
い
て
要
請

　

１
月
22
日
の
本
会
理
事
・
評
議
員
合
同
会
議
終

了
後
、
森
会
長
は
田
村
厚
生
労
働
大
臣
と
面
談
し
、

本
年
４
月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
際
し
て
実
施
さ

れ
る
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」（
簡
素
な
給
付
措
置
）
に

つ
い
て
、
市
町
村
が
円
滑
に
事
務
を
執
行
で
き
る

よ
う
、
立
法
措
置
を
含
め
た
適
切
な
措
置
を
お
願

い
し
た
い
旨
要
請
す
る
と
と
も
に
、
本
会
と
し
て

も
周
知
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
厚
生
労
働

省
に
提
案
し
て
い
き
た
い
こ
と
等
を
発
言
し
た
。

 

［
社
会
文
教
部
］

Mayors'  Action Mayors'  Action
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田村厚生労働大臣に要請する森会長（左）
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「
豪
雪
被
害
に
関
す
る
提
言
」を
提
出

　

１
月
29
日
、
全
国
雪
寒
都
市
対
策
協
議
会
会
長

の
山
岸
・
勝
山
市
長
は
、
北
海
道
や
東
北
地
方
の

一
部
を
中
心
に
平
年
を
上
回
る
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

住
民
生
活
や
経
済
活
動
に
影
響
が
生
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
関
口
総
務
副
大
臣
、
髙
木
国
土
交
通
副

大
臣
並
び
に
堂
故
参
議
院
議
員
に
面
談
の
う
え
「
豪

雪
被
害
に
関
す
る
提
言
」
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
要

請
を
行
っ
た
。

　

同
提
言
で
は
、
高
齢
者
及
び
障
が
い
者
世
帯
等

へ
の
一
層
の
支
援
策
、
市
町
村
道
除
排
雪
経
費
へ

の
臨
時
特
例
措
置
の
適
用
、
特
別
交
付
税
に
よ
る

財
政
措
置
の
充
実
、
農
林
水
産
業
用
施
設
等
の
復

旧
等
に
関
す
る
支
援
措
置
を
講
じ
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

 

［
経
済
部
］

岡
﨑
・
高
知
市
長
が「
第
３
回
国
民
健
康 

保
険
制
度
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
国
と 

地
方
の
協
議
」（
国
保
基
盤
強
化
協
議
会
） 

に
出
席

　

１
月
31
日
、
厚
生
労
働
省
政
務
三
役
と
地
方
代

表
に
よ
る
「
国
民
健
康
保
険
制
度
の
基
盤
強
化
に
関

す
る
国
と
地
方
の
協
議
」
が
開
催
さ
れ
、
本
会
を
代

表
し
て
岡
﨑
・
高
知
市
長
（
国
民
健
康
保
険
対
策
特

別
委
員
長
）が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
田
村
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
法
に
お
い
て
、
国
保
の
保
険
者
・
運
営
等
の
在

り
方
に
関
し
、
財
政
運
営
の
責
任
を
都
道
府
県
が

担
う
こ
と
を
基
本
に
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
役

割
分
担
を
検
討
し
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
厚
生
労
働
省
と
し
て

は
、
国
保
の
赤
字
の
原
因
や
運
営
上
の
課
題
を
分

析
し
た
う
え
で
、
財
政
上
の
構
造
的
な
問
題
の
解

決
に
責
任
を
持
ち
、
都
道
府
県
と
市
町
村
の
役
割

分
担
等
に
つ
い
て
議
論
し
、
地
方
が
納
得
で
き
る

形
に
会
議
方
向
性
を
持
っ
て
い
き
た
い
等
の
発
言

が
あ
っ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
岡
﨑
・
高
知
市
長
か
ら
は
、
年
齢
構

成
等
に
係
る
構
造
的
問
題
に
よ
り
約
３
０
０
０
億

円
の
赤
字
を
抱
え
、
国
保
財
政
は
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
て
い
る

と
し
た
う
え
で
、
①
国
保
保
険
者
が
崩
壊
す
る
と

医
療
を
守
れ
な
く
な
る
た
め
、
構
造
的
問
題
を
改

善
し
、
持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
こ
と
が
こ
の
会

議
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
、
②
平
成
26
年
度
予
算

案
で
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
６
１
２
億
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
一
体
改
革
に
よ
る
残
り
の

１
７
０
０
億
円
の
保
険
者
支
援
を
早
期
か
つ
確
実

に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
③
都
道
府
県
が
保

険
者
と
な
る
と
い
う
前
提
の
も
と
、
保
険
料
設
定

が
課
題
と
な
る
こ
と
か
ら
、
地
方
の
意
見
を
整
理

し
て
出
し
て
い
き
た
い
、
④
一
体
改
革
に
よ
る

２
２
０
０
億
円
だ
け
で
は
国
保
は
維
持
し
き
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
全
面
総
報
酬
割
に
よ
り
生
じ
る
財

源
を
国
保
に
追
加
さ
れ
た
い
等
の
発
言
を
行
っ
た
。

　

地
方
代
表
の
発
言
を
受
け
、
田
村
厚
生
労
働
大

#3

関口総務副大臣に要請する山岸・勝山市長（左）

#4
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臣
か
ら
、
市
町
村
が
担
う
役
割
の
あ
る
一
方
、
都

道
府
県
が
財
政
的
な
運
営
の
責
任
を
負
い
、
ま
た
、

国
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
①
低

所
得
者
を
多
く
抱
え
る
保
険
者
へ
の
財
政
支
援
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
残
り
の

１
７
０
０
億
円
を
し
っ
か
り
確
保
し
た
い
、
②
赤

字
の
原
因
や
運
営
上
の
課
題
を
分
析
す
る
中
で
、

国
保
に
対
す
る
更
な
る
財
政
支
援
を
検
討
し
た
い
、

③
平
成
27
年
通
常
国
会
へ
の
法
案
提
出
に
向
け
、

乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
国
と
し
て
も

協
力
す
る
等
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
土
屋
厚
生
労
働
副
大
臣
か
ら
、
今
後
、

事
務
Ｗ
Ｇ
に
お
い
て
課
題
や
取
組
の
方
向
性
を
整

理
し
、
本
年
７
月
を
目
途
に
政
務
レ
ベ
ル
協
議
に

付
す
こ
と
等
の
発
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

 

［
社
会
文
教
部
］

岡﨑・高知市長（左）福田栃木県知事（中央）齋藤・井川町長（右）




